
踊
り
も
有
名
な

水
路
の
あ
る
城
下
町
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郡
上
八
幡
の
城
下
町
に
は
、
用
水
路

が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代

に
大
火
で
町
並
み
が
ほ
ぼ
全
焼
し
た
こ

と
か
ら
、
防
火
の
た
め
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
も
の
。
そ
の
た
め
、
い
ま
で
は
郡

上
八
幡
は
〝
水
の
町
〞
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
ほ
ど
で
す
。
地
元
の
人
た
ち
が
洗

濯
場
と
し
て
使
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
さ

に
〝
井
戸
端
会
議
〞
の
場
と
し
て
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
夏
に
は
、
日
本
三
大
盆
踊
り
に

物知りコマじーの

城下町が
文化を醸成
してきたのじゃ
城下町の役割は3つあると
いわれておる。まず１つ目は

「防衛」。堀や門を設け、鉤
（かぎ）の手や袋小路など入
り組んだ複雑な道を巡らせて
いるのは城を守るためだそう
じゃ。また役人の住まいや
役所を配して「行政」を取
り仕切り、「商業」を活発に
して藩を豊かにするのも大切
な役割じゃった。時代が下
るにつれ防衛の機能が薄
れ、城下町は藩の政治・
経済の中心地として、文化
が発展していったのじゃ。

も
数
え
ら
れ
る「
郡
上
お
ど
り
」が
行
わ

れ
る
こ
と
で
も
有
名
。
４
０
０
年
に
も

わ
た
り
歌
い
踊
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た※

１
。

元
々
、
江
戸
時
代
に
城
主
が「
身
分
の
隔

て
な
く
無
礼
講
で
踊
る
が
よ
い
」と
奨
励

し
た
歴
史
的
背
景
か
ら
、
見
る
踊
り
で

は
な
く
旅
人
で
も
飛
び
込
め
る
〝
皆
で

踊
る
〞
踊
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
辺
り
で
郷
土
料
理
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
の
が「
け
い
ち
ゃ
ん
焼
き
」。

卵
を
産
ま
な
く
な
っ
た
鶏
を
貴
重
な
た

ん
ぱ
く
質
源
と
し
て
食
べ
た
の
が
始
ま

り
で
、
各
家
庭
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

具
材
や
味
付
け
で
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

1.江戸時代の初期、「慈恩禅寺」に作庭された荎草園
（てっそうえん）は、四季折々、風情豊かな趣で目を楽し
ませてくれます。 2.「けいちゃん焼き」は、味噌やしょう
ゆベースのタレに漬け込んだ鶏肉を、キャベツなどと一緒
に炒めた郷土料理。写真は「ワタミの宅食」でご提供
予定の再現献立、「けいちゃん焼き風」のイメージです。 
3.国の重要伝統的建造物群保存地区である「職人
町」。江戸時代の面影を垣間見ることができます。 ４.
鯉などが泳ぐ用水路「いがわこみち」は、地元の人た
ちの井戸端会議場にもなっています。

※1　令和2年の「郡上おどり」は、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため、開催は見合わせられました。
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※写真はイメージです。食器類は付いておりません。
写真提供：郡上八幡観光協会

探 偵 団
【 第　　回 】5

お 家 で
旅 気 分

全
国
の
お
い
し
い
味
覚
を
皆
さ
ま
に
と
、春
と
初
秋
に
週
単
位
で
お
届
け
し
て
き
た「
ご
当
地
献
立
」。

２
０
２
０
年
の
献
立
づ
く
り
は
、旅
を
す
る
よ
う
な〝
旨
い
も
の
巡
り
〟を
テ
ー
マ
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、そ
の
第
３
弾
と
な
る
11
月
23
日
週
は
、「
北
陸
・
東
海
」地
域
が
舞
台
。そ
の
中
で
、

「
け
い
ち
ゃ
ん
焼
き
風
」・「
治
部
煮
風
」に
注
目
し
ま
し
た
。二
つ
の
料
理
が
親
し
ま
れ
る
地
域
に

共
通
す
る
の
は〝
城
下
町
〟で
あ
る
こ
と
。長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
伝
統
と
文
化
、

そ
し
て
地
域
に
根
付
い
た
味
覚
と
町
並
み
を
誌
面
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
当
地
献
立
と
秋
の
城
下
町

岐
阜
県

郡ぐ

上じ

ょ

う

八は

ち

幡ま

ん

岐
阜
県
の
中
央
部
、

山
間
に
位
置
す
る「
郡
上
八
幡
」。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
昔
な
が
ら
の
町
並
み
に
は
、

清
冽
な
水
が
流
れ
る
用
水
路
が
走
り
、

人
々
の
暮
ら
し
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

4

マリコマ探偵団とは
ワタミのこと、社会のことを知りたい
マリちゃんとコマじーが探偵団を結成し、
調べて紹介していきます。

推定年齢200歳以上、
マリちゃんの家から出て
きた古い独楽の妖精。

コマじー
食べることが大好きで、
社会科見学も大好き！　
好奇心旺盛な小学生。

マリちゃん

ど
ん
な

名
前
の

お
城
な
の
？

1559（永禄2）年、領主・遠藤盛
数がその礎を築いた「郡上八幡城」。
天守は日本最古の木造再建城です。

白
亜
の
天
守
、

郡
上
八
幡
城

じ
ゃ
な

※「ご当地献立（北陸・東海）」は、「野菜を食べる健康習慣」以外の4種のお弁当・お惣菜（冷蔵）のメイン料理に、
ご当地料理を再現した献立を組み込んでいます。使用する食材の原産地を指定するものではありません。

※写真はイメージです。食器類は付いておりません。
写真提供：郡上八幡観光協会

けいちゃん焼き風

五郎島金時のきんとん
（わたみのおせち）

治部煮風



旨
い
も
の
合
戦
!?

他
の
お
料
理
も

楽
し
み
ね
！

歴
史
が

感
じ
ら
れ
る

の
う
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季
節
も
見
事
で
す
が
、
毎
年
11
月
に
な

る
と
行
わ
れ
る
の
が「
雪
吊
り
」の
作
業
。

こ
れ
は
、
湿
っ
た
雪
の
重
み
で
枝
が
折

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
縄
で
樹
木
を

囲
う
も
の
。
雪
景
色
に
浮
か
ぶ
姿
は
、

金
沢
の
冬
の
風
物
詩
で
す
。

　ま
た
茶
屋
街
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
。

茶
屋
と
は
、
江
戸
の
裕
福
な
旦
那
衆
が

芸
妓
遊
び
を
し
た
、
い
わ
ば
〝
大
人
の

社
交
場
〞
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
城
下
に

点
在
し
て
い
た
茶
屋
を
浅
野
川
の
東
と

金沢で育った
加賀野菜

5.石畳に出格子（でごうし）と、その
風情ある町並みが魅力の「ひがし茶屋
街」は、金沢を代表する観光スポット。
6.江戸時代、武家から庶民まで親しま
れていたという郷土料理「治部煮（じ
ぶに）」。写真は「ワタミの宅食」でご
提供予定の「治部煮風」のイメージです。

犀
川
の
西
に
集
め
、
加
賀
藩
公
認
の
花

街
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
伝
統
的
な

茶
屋
様
式
の
建
物
が
い
く
つ
も
残
る
ひ

が
し
茶
屋
街
は
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
金
沢
を
代
表
す
る
郷
土
料
理

の
一
つ
が「
治
部
煮
」。
鴨
肉
や
鶏
肉
に

片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
麩
や
シ
イ
タ
ケ
、

季
節
の
野
菜
な
ど
と
一
緒
に
煮
込
ん
だ

も
の
で
す
。
面
白
い
の
は
名
前
の
由
来
。

「
じ
ぶ
じ
ぶ
」と
煮
込
ん
だ
音
か
ら
と
い

う
説
や
、
岡
部
治
部
右
衛
門
が
朝
鮮
か

ら
持
ち
込
ん
だ
料
理
だ
か
ら
と
い
う
説
、

フ
ラ
ン
ス
語
の「
ジ
ビ
エ
」（
野
生
の
鳥

獣
肉
の
こ
と
）が
な
ま
っ
た
説
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
来
る
11
月
23
日
週
は
、
他
に

も
日
替
わ
り
で
北
陸
や
東
海
の
ご
当
地

献
立
を
お
届
け
。
各
地
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
、旅
気
分
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

加賀野菜とは、昭和20年より
前から栽培され、現在も主とし
て金沢で栽培されている野菜
のこと。さつまいも、加賀れん
こん、金時草、源助だいこん、
打木赤皮甘栗かぼちゃ、赤ず
いきなどの15品目があります。
「わたみのおせち」にも、加
賀野菜の“五郎島金時”のさつ
まいもを使ったきんとんが入っ
ています。

「わたみのおせち」三段重・四段重の、
五郎島金時のきんとん（中央）。自然
な甘みと口どけの良さが特徴です。

11
月
23
日
週
お
届
け
の
ご
当
地
献
立
は
本
誌
の
16
ペ
ー
ジ
、

別
冊
の
「
も
っ
と
宅
食
ら
い
ふ
・
冬
の
特
別
号
」
で
も
、

“
北
陸
・
東
海
旨
い
も
の
合
戦
”
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5

6

※「ご当地献立（北陸・東海）」は、「野菜を食べる健康習慣」以外の4種のお弁当・お惣菜（冷蔵）の
メイン料理に、ご当地料理を再現した献立を組み込んでいます。使用する食材の原産地を指定するものではありません。

石
川
県

    
金か

な

沢ざ

わ

「
加
賀
百
万
石
」の

加
賀
藩
前
田
家
の
城
下
町
、金
沢
。

藩
領
時
代
の
風
情
を
残
す
こ
の
地
に
は
、

優
美
な
ひ
が
し
茶
屋
街
、

大
名
庭
園
の
兼
六
園
な
ど
、

往
時
を
し
の
ば
せ
る
歴
史
と
文
化
が

根
付
い
て
い
ま
す
。

時
代
劇
を

見
て
い
る

み
た
い
！

6
※写真はイメージです。食器類は付いておりません。
写真提供：金沢市／石川県観光連盟

　北
陸
新
幹
線
の
開
業
か
ら
約
5

年
、

外
国
人
旅
行
客
か
ら
の
人
気
も
高
い
観

光
地
が
こ
こ
金
沢
で
す
。

　14
代
続
い
た
加
賀
藩
前
田
家
の
城
下

町
と
し
て
栄
え
た
金
沢
に
は
、
伝
統
と

文
化
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
息
づ
い
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
金
沢
城
に
隣
接
す
る

兼
六
園
。
日
本
三
名
園
の
一
つ
で
、
広

大
な
敷
地
に
は
池
や
築
山
、
茶
屋
な
ど

が
点
在
し
、
そ
れ
ら
を
巡
り
な
が
ら
楽

し
め
る
廻
遊
式
の
庭
園
で
す
。
紅
葉
の

伝
統
文
化
が
息
づ
く

百
万
石
の
城
下
町

1
1.「兼六園」は、水戸の偕楽園や岡山の後楽
園と並ぶ日本三名園の一つ。自然の美しさを楽し
めます。2.前田家第三代当主・前田利常が京都
などから名工を招き、その技術を伝えたという「加
賀蒔絵」。3.開創1300余年となる「那谷寺（な
たでら）」は北陸でも屈指の紅葉の名所。4.金沢
駅では、鼓門（つづみもん）が観光客を出迎えます。

2

3

4

※「ご当地献立（北陸・東海）」は、「野菜を食べる健康習慣」以外の4種のお弁当・お惣菜（冷蔵）の
メイン料理に、ご当地料理を再現した献立を組み込んでいます。使用する食材の原産地を指定するものではありません。


